
1 はじめに

は
じ
め
に

平
成
二
十
七
年
の
二
月
、
武
蔵
野
書
院
主
の
前
田
智
彦
氏
の
深
い
ご
理
解
の
も
と
に
、
私
は
古
筆
切
に
関
す
る
、
小
さ
な
一
冊
の
本
を

出
版
す
る
こ
と
を
得
た
。
そ
の
名
も
『
古
筆
の
楽
し
み
』。
そ
れ
は
、
こ
こ
三
十
数
年
の
間
に
、
自
ら
集
め
得
た
古
筆
切
の
中
か
ら
、
八

十
一
点
を
選
び
出
し
、
そ
れ
を
図
版
と
し
て
収
め
、
そ
の
見
ど
こ
ろ
、
勘
ど
こ
ろ
な
ど
を
平
易
に
解
説
し
た
も
の
で
、
私
な
り
の
長
年
の

経
験
か
ら
、
多
少
の
成
算
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
今
日
の
出
版
不
況
に
鑑
み
て
、
は
た
し
て
読
者
の
反
応
は
い
か
が
な
も
の
か
と
、

内
心
心
配
は
し
て
い
た
。
だ
が
、
い
ざ
出
版
さ
れ
て
み
る
と
、
初
版
は
順
調
に
さ
ば
け
て
、
ま
る
一
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
増
刷
の

知
ら
せ
を
出
版
社
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
話
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
前
田
氏
と
も
相
談
の
結
果
、
前
著
と
ま
っ
た
く
同
じ
方
針
の
も
と
、
こ
こ
に
『
古
筆
の
楽
し
み
』
の
続
編
を
出
版
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
収
め
る
と
こ
ろ
の
古
筆
切
の
数
は
、
八
十
二
点
。
た
だ
し
、
前
著
で
は
、
冒
頭
に
収
め
た
「
古
筆
切
の
基
礎
知
識
」
と
い
う

一
文
は
、
今
回
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
古
筆
切
の
発
生
」「
古
筆
切
の
鑑
賞
・
保
存
法
」「
古
筆
切
の
鑑
定
」「
古
筆
切
の

案
内
書
」「
古
筆
切
の
名
称
」「
古
筆
の
楽
し
み
」
な
ど
の
各
項
目
に
つ
き
、
こ
れ
ま
た
肩
の
凝
ら
な
い
平
易
な
文
章
で
解
説
を
施
し
て
あ

る
。
ぜ
ひ
と
も
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
書
の
巻
末
に
は
、
前
著
も
含
め
て
、
筆
者
・
切
名
・
書
目
の
各
索
引
を
付
し
て
お
い
た
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸

い
で
あ
る
。

本
書
所
収
の
古
筆
切
の
解
説
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
も
、
石
澤
一
志
・
惠
阪
友
紀
子
・
岸
本
理
恵
・
久
保
木
秀
夫
・
須
藤
圭
・
立
石
大

樹
・
寺
田
伝
・
中
葉
芳
子
・
日
比
野
浩
信
・
舟
見
一
哉
・
松
本
大
の
諸
氏
の
助
力
を
忝
く
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

最
後
に
、
私
の
手
も
と
に
あ
る
古
筆
切
の
ス
ト
ッ
ク
と
、
私
の
年
齢
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
私
自
身
こ
の
種
の
本
を
出
版
す
る
こ
と
は
、
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そ
ら
く
こ
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が
最
後
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
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そ
れ
に
つ
け
て
も
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初
学
の
こ
ろ
よ
り
、
長
年
に
わ
た
り
、
こ
の
分
野
で
ご
高
配
を

賜
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て
き
た
故
久
曾
神
昇
・
藤
井
隆
の
両
先
生
を
始
め
と
し
て
、
数
多
く
の
古
書
肆
や
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美
術
商
、
さ
ら
に
は
出
版
社
な
ど
、
関
係
各
位

に
対
し
て
、
こ
こ
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年　

春
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46
　
藤
原
為
家
　
四
半
切
（
古
今
六
帖
）

古
今
六
帖
は
、
万
葉
集
か
ら
後
撰
集
頃
ま
で
の
約
四
千
五
百
首

を
二
十
五
項
目
約
五
百
題
に
分
類
し
た
類
題
歌
集
。
源
氏
物
語
や

枕
草
子
に
も
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
重
要
な
作
品
で
あ
り
な
が

ら
、
二
次
的
な
撰
集
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
と
い
っ
た

有
力
な
伝
本
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
現
存
伝
本
は
全
て
同
系
統

で
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
の
書
写
本
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
古
筆
切
と
し
て
は
伝
藤
原
行
成
筆
切
、
伝
坊
門
局

筆
切
、
伝
慈
円
筆
切
、
伝
九
条
教
家
筆
切
な
ど
、
平
安
・
鎌
倉
期

の
書
写
断
簡
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

掲
出
は
、
鎌
倉
中
期
頃
書
写
の
、
古
今
六
帖
の
目
録
部
分
の
断

簡
で
、
筆
者
を
藤
原
為
家
と
極
め
て
い
る
。
た
だ
し
、『
私
撰
集

残
簡
集
成
』『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
　
第
四
集
』
で
は
、
ツ
レ

と
思
し
き
断
簡
が
、『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
に
「
古
今
和
歌
六
帖

七
寸
五
分
」
と
記
載
さ
れ
る
伝
慈
円
筆
白
砂
切
と
し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
。
一
面
十
行
の
、
も
と
は
四
半
形
の
冊
子
本
。
掲
出
切
は

料
紙
の
上
下
が
裁
断
さ
れ
て
お
り
、
縦
一
八
・
八
セ
ン
チ
、
横
一

五
・
一
セ
ン
チ
。
他
に
も
『
古
筆
学
大
成
』
や
『
古
筆
へ
の
誘

い
』
に
も
ツ
レ
が
み
ら
れ
る
が
、
筆
者
が
阿
仏
尼
、
民
部
卿
局
な

ど
と
極
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
点
、
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

現
存
伝
本
に
比
べ
て
格
段
に
古
い
書
写
本
の
断
簡
で
あ
り
、
本

文
に
は
異
同
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
、
古
今
六
帖
の
本
文
研
究

上
、
極
め
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
　    

　（
日
比
野
）
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